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（ 1）　王世杰、 端升：《比 法》，北京：中国政法大学出版社 1997 年版，第 91 。
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（ 2 ）　同上，第 93 。

（ 3）　“互 网 禁煽 非法游行 ”，《新京 》2005 年 9 月 26 日。

（ 4）　“江 高校BBS将 行 名制 ”，《新京 》2005 年 10 月 6 日。

（ 5）　成功、陶 ：“定南 ‘人民日 事件 ’后果前因 ”，《南方周末》2003 年 9 月 18 日。

（ 6）　例如 “不 乱收 被曝光，交警 率 冲 社 ”，《生活日 》2005 年 10 月 22 日。

（ 7）　“建豪 校舍遭曝光，当地 指 媒体 ‘不 任 ’”，《新京 》2005 年 9 月 18 日。

（ 8）　 昊平：“ 西渭南警方 京抓走作家，称其出 涉非法 ”，《新京 》2010 年 9 月 1 日。

（ 9）　黄 程、程平：“男子拍下城管粗暴 法照片，拒 除被打死 ”，《楚天都市 》2008 年 1 月 8 日。

（10）　2006 年上映的《三峡好人》不算是 格的悲 ，但 算反映了一点社会 暗面。
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（日本語訳）

中国におけるプレス管制についての法律問題

張 　　千 帆*

一、中国におけるプレス規制の歴史と現状

1．中国の歴史におけるプレスに対する法的規制
歴史上、中国は言論、出版の自由に対する規制が長く、しかも、害を深く被っている。早くも、
始皇帝三十四年（BC213）には、秦朝の高官淳于越が当時行われていた郡県制に反対し、古制に基
づき、子弟を官職につけることを要求した。丞相李斯はこれに反駁するとともに、儒生が過去の例
を持って現在を批判すること、私学をもって朝廷を誹謗することを禁止するよう主張した。始皇帝
は李斯の提案を受け入れ、『秦記』以外の列国の歴史記録を焼却するよう命じた。博士館に属して
いない私蔵されていた『詩』、『書』なども期間を切って提出させ、焼き払い、あえて『詩』、『書』
について議論する者がいれば、それを処刑し、過去を称賛し、現在の政策を議論する者について
は、その一族全員を滅ぼした。また、私学を禁止し、法令を勉強したい人は必ず官吏に師事しなけ
ればならなかった。このような措置は数多くの知識人の不満を引き起こした。二年目には、たくさ
んの方士、儒生が始皇帝を攻撃した。始皇帝は人に調査させるとともに、460 余名の方士、儒生を
大きな穴を掘って生き埋めにした。漢になると、儒学は「変身」し、異端邪説から「独尊」の処遇
を享受する ｢正統｣ に変わった。残念なことには、迫害を受けた儒家は言論の圧抑から教訓を汲み
取ることではなく、自ら「正統」になった後、別の学説（異端邪説）を圧迫するようになり、理由
のない迫害、闘争および軋轢を引き起こした。
技術面の規制によるものであろうと思われるが、中国は伝統的に出版物に対して事前放任、事後
追究制度を採ってきた。

（1）
如何に厳しい秦朝の文字の獄であっても、性質的には事後懲罰に属するも

のに過ぎない。一番早い事前規制は 1980 年の光 報律であり、新聞社の設立に対して保証金を納
入し、政府に報告するという条件を定め、これに合わせて、新聞雑誌の発行に対して事前審査制度
を実施するようになった。このような制度は新聞紙の発行にとって大きな負担を増やし、しかも政
府にも煩雑さをもたらした。
民国が成立した後、『臨時約法』が言論と出版の自由を認めたことで、清末報律（新聞法律）は
自ずと廃止された。しかし、『臨時約法』第 15 条は、「約法の権利」には「公益を増進する、治安
を維持する、或いは非常に緊急であると考えられる時、法律によってこれを規制しなければならな
い」と規定している。1914 年、袁世凱はかつて新聞紙条例と出版法を公布した。新聞紙条例は新
聞紙の出版を規定し、出版法は新聞紙以外の「文字、図画」の出版を規定した。袁世凱時期の新聞
紙条例と出版法は事前規制を規定していた。

*チャン　チェンファン　政治学博士、北京大学法学院教授
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新聞紙条例は許可と保証金制度を採用した。新聞雑誌は出版する前に必ず警察機関の認可を得
て、保証金を納めなければならない。許可を得ず或いは保証金を納めずに新聞紙を発行した場合
は、警察官署は直接罰金を決めるとともに、発行を停止させることができる。下記の九項目の内容
に関わった新聞雑誌は不法とされた。政体を混乱させること、治安を妨害すること、風俗を悪化さ
せること、関係機関に発行禁止された外交軍事秘密およびその他の政務に関係すること、予備裁判
中であり、また公的裁判に関わっていない事件および傍聴が禁止された訴訟、国会や他の役所が法
に従って傍聴禁止した内容に関わること、犯罪者或いは刑事被告人を扇動、庇護、称賛、救済する
ことや刑事被告人を陥れること、個人のプライバシーを攻撃したり、その名誉に損害を与えるこ
と。もし、新聞紙が上記した禁止事項に違反したと指摘される場合は、その処分権は裁判所に属す
ることになる。1916 年、黎元洪は大統領に復帰し、新聞紙条例が廃止された。このように、新聞
紙は出版法による束縛を受けた。この法は出版に対して「登録法」を定めたものであり、合法出版
物内容に対する規制は新聞紙条例と一致していた。1926 年、段祺瑞は各方面から反対的意見が
あったため、出版法を廃止した。その後、全国のプレスは自由になった。しかし、北京では依然と
して「新聞紙の営業管理規則」が存在しており、新聞社の設立を規制することに対しては新聞紙条
例よりもより厳しくなっていた。

（2）

1930 年、南京政府は新しい『出版法』を公布したが、その管轄範囲には新聞紙、雑誌、書籍お
よび「他の出版物」が含まれていた。この法によれば、新聞紙と雑誌は「登録制」を採用した。国
民党の統治時期は主に事後追究制が実施された。書籍やその他の出版物は自由に発行できる。しか
し、出版物は下記の内容を出版することができなかった。国民党や三民主義を破壊する意図、国民
政府を覆す或いは中華民国の利益に損害を与える意図、善良な風俗に害を与えること、公開禁止の
訴訟を議論すること。プレスに対しての一党独裁と一種の教条による規制はこれから始まる。違法
な出版物に対して、内政部は是正、警告又は押収することができる。1931 年の『訓政時期約法』
は、言論を発表することと著作を刊行する自由を規定したが、第 15 条では、法律によって規制を
加えることを認めているので、出版法は約法に違反しているものではない。それ以後、国民党はい
くつかの新聞検閲弁法を規定した。重要都市の新聞紙はすべて発行する前に審査を経なければ発行
ができないようになった。（訳者：朱　夢倩）

2 ．プレスに対する中国の現行の法的規制
1949 年、中国共産党が政権を打ち立てた後、1954 年、1975 年、1978 年、1982 年それぞれ四つ

の憲法はすべてプレスの自由を規定している。1982 年の現行憲法の第 35 条は、「公民は言論、出
版、集会、結社、デモ、示威の自由がある。」と規定している。しかしながら、関係法規は、出版
物に対して相当に厳しい事前審査と事後追究制度を実施している。1997 年、国務院は『出版管理
条例』を公布した。第 5条は以下のように規定している。「公民が出版の自由の権利を行使する場
合、憲法と法律を遵守しなければならず、憲法によって確定された基本原則に反対してはならず、
国家的、社会的、集団的利益及びその他の公民の合法的自由と権利を害してはならない。」。
第 11 条によると、出版単位の設立は最初に、省レベルの政府の出版行政部門に申請し、審査、
承認、同意を得た後に、国家新聞出版署に転送し、審査を受けなければならない。許可証を得ると
ともに登録した後に、出版単位は法人資格を得ることになる。書籍、AV及び電子出版物（デジタ
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ル出版物）の出版社の年度計画及び「国家安全、社会安定などの方面と関わっている重大なテー
マ」（第 19 条）は、必ず省レベルの政府の出版行政部門を通じて新聞出版署に転送、報告し記録に
とどめなければならない。出版物を発行する前に、出版単位は新聞出版署、北京図書館（現国家図
書館）及び中国版本図書館へ見本本を無料で送るべきである、とされている。第 25 条は、すべて
の出版物も下記の八項目の内容を含んではならないと規定している。憲法によって確立された基本
原則に反対すること、国家統一、主権と領土保全に危害を加えること、国家安全、栄誉及び利益に
損害を与えること、民族分裂を扇動し、少数民族の風俗習慣を侵害し、民族団結を破壊すること、
国家機密を漏えいすること、わいせつ、迷信あるいは暴力を宣揚し、社会公徳及び民族の優秀な文
化伝統に危害を与えること、他人を侮辱或いは誹謗すること、及び「法律、法規によって禁止が規
定されている他の内容。」である。もし、出版、発行、印刷或いは複製の業務に従事しているもの
が上述の規定に違反したならば、「出版物と違法所得を没収するとともに、違法所得の三倍以上十
倍以下の罰金に処する」ことができ、情状が重大なものには休業、整頓を命じたり、或いは許可書
を取り消すことができ、犯罪を構成する場合は、刑事責任を追究することができる。
IT技術の発展にかんがみて、インターネットも公民の個人出版の一つの手段となったので、イ
ンターネット出版物に対する中国の規制もこれに応じて登場してきた。2005 年 9 月、国務院新聞
弁公室と情報産業部は『インターネットニュース情報サービス管理規定』を共同で発布した。その
第 19 条はインターネットに対して、11 項目の禁止範囲を定めたが、これは主に以下が含まれる。
憲法によって確定された基本原則に違反すること、国家安全に危害を加え、国家機密を漏えいし、
国家政権を転覆させ、さらに国家統一を破壊すること、国家栄誉と利益に損害を与えること、民族
の憎み、民族差別を煽動し、民族団結を破壊すること、国家の宗教政策を破壊し、邪教と封建迷信
を宣揚すること、流言をまき散らし、社会秩序を混乱させ、あわせて社会安定を破壊すること、わ
いせつ、色情、とばく、暴力、恐怖をまき散らす、或いは犯罪を教唆すること、他人を侮辱或いは
誹謗し、他人の合法的権益を侵害すること、不法の集会、結社、デモ、示威を煽動し、人を集めて
社会秩序を混乱させること、及び不法の民間組織の名義で活動を行うこと。違反者に対して、国務
院新聞弁公室或いは各省政府新聞弁公室は各自の職権に基づいて違法活動の停止を命じるととも
に、1万元以上 3万元以下の罰金に処罰することができる。

（3）
これと同時に、地方政府もそれに関係

措置を通じてインターネット活動を制限することができる。例えば、江蘇省委員会は『大学生の思
想政治教育を強化、改善することについての実施意見』を公布し、以下のことを要求している。
キャンパス内のインターネットの管理を強化し、監視・制御と管理のプラットフォームを打ち立
て、誤った情報を「濾過し」、削除することを要求するとともに、BBS（電子掲示板）にはユー
ザー実名登録制度を厳格に実施することを要求した。

（4）
（訳者：蔡　昕悦）

二　プレスの自由に対する各級政府の違法規制

1．地方政府がオフィシャル報道を封印
法的規制以外には、中国の新聞報道は、時として地方政府が取った違法封印に直面しなければな
らず、これは中央の機関紙さえも免れることができない。2003 年 8 月 28 日、『人民日報』第 5面
に「こうした強制的立ち退きは誰の利益を謀るものなのか」と題する報道が掲載された。文章の大
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意は、江西省定南県政府がまず土地を不法譲渡し、その後に裁判所の訴訟期間における「実行停
止」という裁定を無視して、裁判官が到着する前に人を集めて、地上の家屋を強制的に取り壊した
というものであった。8月 30 日午前、県武装部の入り口のセメントの壁面にこの文章のコピーが
貼られた、たくさんの人がこれを見ていた。しばらくして人々の中で、県政府が人を派遣し、この
新聞紙を封印したと伝えられた。一人の厳しい顔つきの人間が来て、壁に貼られたコピーを破り捨
てた。翌日の午後、県から二人の指導者が来て、前日の『人民日報』を持ち去るよう要求したそう
だ。最後には、8月 28 日《人民日報》第 5面は現地からすべて「行方不明」になった。

（5）

もし地方政府が新聞報道に不満であれば、違法な手段を使って干渉する可能性がある。
（6）
例えば

2005 年 7 月 4 日、新華社は「新華視点」というコラムで、「浙江省臨海学校：政府は政治的成果を
求め、学校は立派さを競う」を流し、浙江省臨海市には、政府の推進の下、多くの小中学校が、数
千万元さらには数億元の借金を背負い、豪華な校舎を立て、争って競い合い、苦境に陥っている現
象を報道し、現地において強い反響を呼んだ。

（7）
報道が伝えられた後、「人民日報」、「新華毎日電信」

および台州市委員会の機関紙「台州日報」など 60 余りのメディアが報道を掲載した。あっという
間に，臨海の大衆は争って読み、「事実に符合する」、「大衆の声を反映している」とし、新華社が
敢えて真相を公表したのは臨海を救済するための教育であると考えた。多くの庶民は世論批判が現
地政府の重視を喚起し、整頓改革を行うことを望んでいる。しかし、現地の一部の指導者は「この
ような文章」を地元紙が転載したことを「無責任」と非難した。臨海のある指導幹部会議で、同市
の一人の主要な幹部は関連部門に「監督が厳しくない」、臨海に悪い影響を拡大させていると非難
した。7月 7 日、市の統一配置の下、「今日臨海」はトップページ全面を使って「教育、臨海の一
枚の名刺─我が市教育発展ドキュメンタリー」と題するとともに、コメンテーターの文章もつけ
て、これに応えた。現地テレビ局もゴールデンタイムをくめんして、長い時間を使って、臨海教育
の「輝かしい成果」をたゆまぬ宣伝した。新華社がまた記者を派遣して臨海の教育問題を調査した
時、地元政府は知るとすぐに緊急に配備し、一部の校長に、学校職員に通知して、記者の取材に遭
遇した時、「よけいな話をしない」、「知りません」と答えるようにするとともに、すぐに上級に報
告するよう求め、もし臨海の学校問題を漏らす者がいれば、「厳粛な処理」をおこなうとした。（訳
者：張　潔然）

2 ．地方政府が民間出版を封印
もし、地方政府が党のメディアさえ封印するのであれば、普通の出版物については当然のように
問題にならない。その上地方政府が使用している手段もより厳しいものとなり、『刑法』の規定す
る境界がはっきりしない一部の『口袋罪』（曖昧な罪）として訴えられる可能性がある。2010 年 8
月 19 日、何人かの陝西省の渭南から来た私服警官がルポルタージュ『大移動』の作者謝朝平を連
れ去ったが、その罪名は不法な経営の嫌疑であった。

（8）
いわゆる「不法な経営」とは謝朝平と「火

花」雑誌社が合意に達し、刊行物の増刷の方法を使って、『大移動』一万冊をプリントしたが、こ
の増刷にあたって事前に報告審査承認を受けていなかったことを指す。これより以前、渭南市の文
化調査チームがすでに「雑誌は不法な出版物に属する」ことを理由にして、『大移動』数千冊を没
収している。三峡ダム地区の各県、市政府は公安、郷鎮幹部や文化調査員を派遣して、移住者の家
から増刷の『大移動』を持ち去るとともに、4600 冊の持ち帰った不法な出版物を差し押さえた。
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謝朝平が「不法な経営」をしたというのであれば、これは明らかにあり得ない話である。なぜな
らば経営の目的は必然的に利益をあげることであり、謝朝平はただ単に一人の記者及び作家として
の正義感から出発して、渭南の移住者の願いを聞き入れて、彼らの境遇を反映した『大移動』を書
いたに過ぎないからであり、彼が誰かのお金を受け取ったということを明らかにする証拠はなかっ
た。実際には作品の出版を勝ち取るために、謝朝平は自分で五万円の印刷費を払った。何らの営利
目的もない状況下においては「不法な経営」は、明らかに成立せず、渭南の警察当局が彼を拘束し
たのは公民の人身の自由に対してのほしいままの侵犯を構成するものである。手続き上の瑕疵で
「不法な出版」が構成されたとしても、規則に違反した主体は作者ではなく、雑誌社である。何故
ならば、審査承認を申請するのは雑誌社の義務であり、作者自身がこの義務を履行するすべはない
からである。
実際には渭南警察当局が謝朝平の人身の自由を侵し、しかも彼と多くの移民の言論の自由及び中
国公衆の知る権利を侵していることは誰でも知っている。渭南が謝朝平に対し、大々的に攻撃した
理由はもちろん「不法な経営」などによるものではなくて、彼が書いた『大移動』が「三門峡ダム
地区」の数十万人の移民の歴史を如実に記録し、現地の政府関係者が移民定住のための公金を流用
し、移民のための土地を占用したことで、大量の移民の上訴を作り出すなどの問題を暴露したこと
にある。地方政府のイメージと官僚個人の「烏帽子（特権）」に関わることであるから、渭南は必
死になって、謝朝平を拘束逮捕し、『大移動』の出版を抑圧した行為の動機も理解が容易なことで
あり、こうした真の目的を人に知られなくない行為は憲法第 35 条の保障する公民は言論と出版の
自由を享受することにゆゆしく違反している。陝西省の関係部門は手続き上の瑕疵を理由にして、
『大移動』の性質を「不法な出版物」だと定義し、渭南政府に公権力を濫用して言論を抑圧する宝
刀一つを授けただけであった。省市二つのクラスが共謀したことは引き続き地方の移民問題の真相
を隠すためのものに他ならなかった。もし、真相を暴露した作品が「不法な出版物」とされれば、
出版できる情報は必然的に嘘でかためられたものになるであろう。
憲法第 35 条が言論と出版の自由を規定した目的は正に渭南で発生したこれら全てのことを防止
し、さらに進んで中国社会に真の調和と安定をもたらすためにほかならないのである。もし、公民
が政府の違法行為に抗議する言論の自由を失えば、また全ての地方官僚の腐敗を暴露するいかなる
報道あるいは出版物がいずれも封印され、関係記者あるいは、作家がいずれも捏造された罪名に
よって、迫害を受けるとすれば、中央政府は全国人民といずれも表面上の「調和」と「安定」の中
に浸ってしまい、地方政府の官僚は、より勝手きままに、公権力を濫用し、あわせてますます重大
な社会的不公平、冤罪、でっちあげ、誤審案件を作り出し、住むところを失い、生活苦にあえぐこ
とが汚職腐敗に伴って全国各地に蔓延することになり、「上訴」の大軍は絶えることなく、群体性
の衝突が至るところで起きることになるが、中央はただ事件の発展が収拾できないところになって
始めてそれに気づくのである。このように発展して行くとすれば、中国全体はあたかも「盲人が盲
の馬に乗り、夜中に深い池に臨む」ようになり、遅かれ早かれ、いつかは国が国でなくなるという
悪い運命に直面することになるであろう。言論と出版の自由の機能はまさに地方の問題を適時に暴
露し、それによって、中央ができるだけ早く問題を発見するとともにそれを解決し、さらに進んで
根本から社会の不安定要因を排除するとともに、体制の合法性を強化することに利するところにあ
るのである。（訳者：賀　壹）
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三、中国地方官僚の「名誉権擁護」

近年では、特に伝達手段とするインターネットとショートメールの発展に伴って、中国の各級の
官僚は頻繁に法律に訴え、自分の「名誉権」を擁護している。政府の自己保護意識を反映する一つ
の極端な事件は、湖北天門市で発生したものであって、城管（訳者注：都市治安管理者）が野蛮な
法律執行を携帯で撮影した経営者をその場で集団で殴り死亡にさせた。

（9）
この暴力行為は明らかに違

法であるが、立憲国家の経験から見るならば、「合法的に」官僚の名誉権が擁護されたものであっ
ても、憲法の常識に背くやり方である。

1 ．公民からの批判或いは摘発
官僚の名誉権に関する一番目の判例は、2006 年に重慶で起こった「彭水詩案」であり、それは
重慶市彭水県の教育委員会へ出向している幹部秦中飛が時局風刺の詩をショートメールで流して、
自由を失ったことである。八月中旬に秦中飛が『沁園春・彭水』というショートメールを書いた。

「馬（馬平）が遠くいった、偉兄（周偉）は滋養強壮であり、華仔（藍慶華）がおできのような
同胞である。今日の彭水を見ると、全てが瘴気であり、官民が衝突し、てんてこまいする。都市建
設管理局が人を殴り、警察が遺体を辱め、庶民には空砲を撃つ。さらに、移民するにしても移民で
きず、むなしく苦悩を増すだけである。
役場は月がなく風が強い夜のようであり、人の権利・財権を掴む奥の手を持っている。白雲中学
校を嘆く、砂上の楼閣であり、生徒達がこなくなり、先生が外に逃げてしまう。虎口ホテルは虎の
口に落ちてしまい、砂沱虹橋だけを残す。もうすでに過ぎ去ったことであり、胸が張り裂けるよう
になるが、あれこれも問題にしてはならない」。

そのショートメールは地方指導者のことを指す内容があるため、県委の指導者はメールの内容を
知ったのち、すぐに公安部門に介入し調査するよう求めた。警察当局はいち早くショートメールの
ライターを確認した。当時彭水県の指導層がまもなく交代するため、重慶市市委幹部考察組も彭水
県に進駐しようとしていた。その時に騒ぎがあったら、政績の評価に悪い影響を与える可能性が高
かった。県指導者は「彭水詩案」にかこつけて人文環境を整頓し、悪い影響を解消しようとした。
9月 1日午前、彭水県公安局、検察院偵察監督科、裁判所刑事法廷などの指導者たちが一同に会し
て事件の状況を検討した。検討の結果がすぐ出、名誉毀損罪の嫌疑で立件し調査することを決め
た。そうでないと、社会の安定と政治の安定に悪い影響を与えることになる。ある県指導者は具体
的な要求を提起した、「厳しく着手し、良い効果を求め、五日以内に解決する」。同日、警察当局は
秦中飛を二度尋問し、同時に秦中飛の弁公室を捜査した。その夜、県長、県委副書記と政法委書記
兼公安局局長は、検察院などの部門と共同でこの事件について再び会議を開いた。県長は公安局が
仕事を精一杯やらず、効果が顕著ではないので、人手を増やす、とともに検察院に繰り上げて介入
するようを求めた。会議後、彭水県公安局はすぐに「名誉毀損罪」の嫌疑で秦中飛を留置場に拘留
した。公安局はその後、検察院に秦中飛の逮捕要請を行った。その前の会議によって、この事件に
ついてすでに「定説」が出せられていたことによって、検察院はすみやかに逮捕状を下達するとと
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もに、起訴の手続きを開始した。メディアによって曝露された後、全国に大きな影響がもたらさ
れ、中央の指導者もこれに対して指示を出した。重慶市の関連部門は調査組を組織して調査を行っ
た後、秦中飛が無罪であることを認定し、起訴を取り消すと同時に、国家賠償金を支給した。
重慶「彭水詩案」の後、国内ではショートメールあるいはインターネットの方式を通じて地方幹
部を「名誉毀損」する一連の事件が起きた。これらの事件の張本人は大部分直ちに地方政府に全力
で調査され、厳重な処罰を受けることになった。例えば、『新京報』2007 年 4 月 9 日付け報道によ
ると、張志堅はインターネットで、海口康力元会社と国家薬監局（国家製薬業者監査局）官僚の間
の「権力とカネの取引」に関する文章を転載しただけで、九ヶ月拘留されてしまい、国家薬監局局
長事件が起きてはじめて、検察側はその訴訟を取り下げた。その間に張は仕事と婚約者を失ってし
まったが、これはきわめて大きな損失をこうむったと言える。同じ日の報道によると、山西省稷山
県の人大法工委（訳者注：人民代表大会常務委員会法制工作委員会）主任など三名の幹部は、県委
書記が投資環境、従業員の給料などの問題で市民から信用されないと考えて、問責資料を運城市市
委などの部門に郵送したが、十日後、逆に三人は警察当局の調査を受け、拘留され、「名誉毀損」
だと判断された。それらの人々の運命がいかなるものになったとしても、その他の人々は彼らとい
う一つの「戒め」を得たことで、自らの責任を負うことを免れるために、決して指導者を二度と
「名誉毀損」することはなくなるであろう。こうなると、薬監局の「役人と薬局の結託」などの腐
敗行為は「天知る、地知る」というものになってしまい、さらにほしいままに行われるようなるの
である。
官僚の名誉に関する問題を扱う際に、法制度の発達した国においては基本的にアメリカと同じよ
うな規則を採用しており、批判の誤りと官僚の腐敗を容認する、この二つのリスクの中において、
ある一方だけの選択を行う。中国は外国のやり方をそっくりそのまま取り入れる必要がないが、中
国は外国と同じように世論の監督と腐敗の抑制の必要がある。実際には、憲法第 41 条、公民は
「批判または提案する権利がある」、及び「関係国家機関に上訴、告訴または摘発する権利がある」、
そして「いかなる人も抑圧や打撃報復を行ってはならない」と明確に規定している。こう考えてみ
ると、公民が官僚を「名誉毀損」できるかどうかは一つの問題とするべきではなく、主観的な悪意
から出たものは別として、公民が政府の官僚へ誤った批判を行ったとしても、それは「名誉毀損」
を構成することではないのである。（訳者：王　雪彤）

2 ．新聞雑誌の名誉毀損
2008 年、遼寧省西豊県のショートメール名誉毀損事案はまた変数を一つ加えた。西豊県の趙俊
苹は自分のガソリンスタンドが差し押さえられるとともに、法律の迫害に遭遇したことに不満で、
西豊県の県委書記を攻撃する諧謔詩を作り、ショットメールを通じて西豊県の一部の指導者と幹部
に送った。結果は「脱税、名誉毀損」の名によって指名手配されるとともに、北京において摘発期
間中に捕らえられ、西豊県に戻された。西豊県の裁判所は一審で趙俊苹が「事実を捏造して、他人
を名誉毀損し、その情状は重大であり、社会秩序に危害を及ぼした」ことで、「名誉毀損罪」を構
成するので、有期懲役 1年半に処する判決を下した。『法制日報』の『法人』雑誌は詳細にこの事
件の経緯を報道するとともに、ネットメディアによって広範に転載された。地方政府の過去の「名
誉毀損事件」に対する反応と少し異なるところは、今回の西豊県はちょっと「自信」を持ち過ぎた
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ようであり、「名誉毀損」者を拘留しただけではなく、さらに多数の警察を北京の雑誌社に派遣し、
報道に責任を負う記者にも「名誉毀損罪」を犯したと公言し、また「立件通知」及び「拘引証」さ
え提示した。西豊県の指導者の見るところでは、公民の県委に対する批判は「名誉毀損」を構成す
るだけではなく、メディアの「名誉毀損」事件に対する報道も「名誉毀損」を構成しているもので
あった。筆者はこれらの判断は憲法の常識が欠如していると言わざるを得ない。
情報の爆発している現代社会においては、いかなる個人の声であっても、いずれも微弱なもので
あり、たとえ携帯電話のショートメールなどの現代化された道具を通じたとしても、それは例外で
はないである。公民の声がどうすれば社会の重視を受けるのか？それは公民の言論の「スピー
カー」に相当する『法人』雑誌のようなメディアに頼ることになる。それは重要な事件を入り組ん
だ情報の海原の中から濾過、抽出するとともに、全国の関心を引き起こし、人民の政府に対する監
督と政府の自己監督を助けることになる。言わば、中国社会が近年来勝ち取った重大な進歩のすべ
てはいずれもメディアの作用と不可分である。新聞雑誌、テレビ、ラジオ、インターネットの
ニュース報道がなければ、国民は「孫志剛事件」、「山西黒レンガ工場事件」、「アモイ PX事件」…
など知り得ないし、ましてやこれらの事件の中の問題を解決するなど言うまでもないことである。
メディアの監督は最も効果的な社会監督メカニズムであり、公民の権利の最も有力な保障でもあ
る。そのため、国民の個人の言論の自由が憲法の保護を受けるというのであれば、メディアの報道
の自由はなおのこと保護を受けるべきである。事実上、米国の「ニューヨークタイムズ事案」は特
にメディアの報道の自由に対してのものである。言論の自由に「冷水を浴びせる」ことを免れるた
めに、政府は公民個人の「名誉毀損」を禁止できないばかりではなくて、メディアの「名誉毀損」
も禁止することはできない。
もちろん、個人と同じように、メディアも法律と道義上の責任を負わなければならない。もしメ
ディアが普通の庶民を名誉毀損したら、相応の法律責任を負わなければならない。しかし、普通の
庶民の基本的な権利を保護するため、また政府が有効な監督を受けることを保証するため、政府の
官僚はメディアの報道が自己に不利であったことで、勝手に「名誉毀損」だと非難することができ
ない。たとえ報道が間違えても、政府も「我慢」しなければならず、西豊県委のように自己の掌握
した公権力を利用して至る所で人を捕らえてはならない。（訳者：孫　鑫鈺）

四、討論　

メディアの市場化にしたがって、中国のプレスの自由には改革開放の前より大きい進歩があっ
た、しかし、制度としてプレスの自由はまだ確立されていない、新聞報道が事前審査と事後追究を
受けるだけでなく、文学、芸術、映画も同様の規制を受ける。ある文学専攻の修士論文が深く考え
るべきテーマを提出したことがある、それは、「半世紀あまりにわたって、中国には本当の悲劇文
学が一冊もない」文化大革命が終わった後、「傷痕文学」は一度流行したが、その「傷痕文学」は
決して悲劇というものではない、なぜならば古参教師、古参幹部は迫害を受けたが、政府が最後に
は彼らの名誉を回復したので、結末は依然として喜劇であったのである。以前、前の世紀 20、30
年代に『一江春水向 流』という映画があったことを覚えている。これは本当の悲劇である、なぜ
ならば結末に主人公が自殺したので、名誉が回復されても意味がないことである。それが反映して



110 Journalism & Media  No.10  March  2017

いるのは国民政府時代の悲劇であって、中共の執政下における当代の悲劇ではない。しかし、周知
のとおり、中国ではこの 60 年来、明らかに大量の悲劇が存在する。遠いことはさておき、近年、
経済発展によって様々な社会的衝突が起きているが、ある個人や家庭にとっては悲劇によって終わ
りを告げている。しかし、中国の作家はこれらのことを書くことができず、書いても発表すること
が不可能である。作家の「自己審査」は中国社会生活を「ある一種の集団の無知」の中におき生活
させており、国民にこれらの悲劇を作り出す弊害は存在しないと勘違いさせている。問題の存在を
知らない以上、理性的討論を通じて適時に問題を発見し、隠れた弊害を取り除き、悲劇の再演を防
止することはさらに不可能となり、それは調和社会を建設することに明らかに不利になる。文学芸
術が疑似的な悲劇を体現できないとすれば、現実社会では真実の悲劇がかならず発生するに違いな
い。
（10）
　

否定できないことは、中国の歴史伝統は言論とプレスの自由に対してかなりよく知らない。昔か
ら、我々はずっと「口止め」の方式を採用し、政府が人の口をふさいだ後、御用文人を組織して批
判したり、それを「批倒批臭」（徹底的に批判する）したり、名誉を地に落としめ、こうすれば永
遠に問題を解決できると考えた。しかし、ことはまだ終らず、時には逆効果にもなってしまう。
30 年来よく見られる現象は、政府の批判は逆に個人のなまえが知れ渡る近道になっている。ある
人はもともと知名度が恐らく高くはなかったが、いったん名前が出ると、彼の官吏になる道はそこ
までで終る、それに対して、社会的にはすぐさま炎上し有名になり、一冊の本がもともと一般的な
ものであっても、発禁本にされると、それはそれぞれ各大きな書店では完全に消え去るが本屋で消
されでも、すぐに全国のベストセラーになり、アングラ露店ではどこにでも見られるようになり、
老若男女何とか読みたいとなる。筆者自身にもこうした自らの体験がある、こうした現象は完全に
制度によって作り出された異なる観念に対する飢餓によって生まれたところのものである。まるで
一種の果実を食べることが禁止されると、人々はどうしても「禁断の果実」を食べたいと思うよう
に、禁止されればされるものほど人々がそれに触りたいと考える。言論も同じであり、なぜなら
ば、異なる言論と思想に対する禁止は、往々にしてその目的を達することができない。このような
現象が中国の各級政府に少しても触発することができ、彼らをして憲法第 35 条が規定する言論と
プレスの自由をより尊重するように促せることを望む。特にインターネットが日増しに発達しつつ
ある大きな背景の下では、言論と報道の自由を規制することは必ず徒労に終るからである。（訳
者：徐淼）

注）

（ 1）　王世杰、 端升：《比 憲法》，北京：中国法政大学出版社 1997 年版，第 91 ページ。

（ 2）　同上，第 93 ページ。

（ 3）　「インターネットでは不法なデモを扇動することを厳禁する」，《新京報》2005 年 9 月 26 日。

（ 4）　“江蘇省の大学ではBBSに実名制を実施する ”，《新京報》2005 年 10 月 6 日。

（ 5）　成功、淘 ：「定南「人民日 事件」の因果関係」《南方週末》2003 年 9 月 18 日

（ 6）　例えば「むやみに料金を徴収することの不満が露呈，交通警察の隊長が隊員を率いて新聞社を衝撃」，

《生活日報》2005 年 9 月 18 日。

（ 7）　「豪華な校舎を建てることが露呈，現地の指導者がメディアを「無責任」だと非難」，《新京報》2005 年



111中国におけるプレス管制についての法律問題

9月 18 日。

（ 8）　 昊平：「陝西渭南の警察が北京に行って作家を捕まえ，その出版物発行を不法経営だと述べた」，《新

京報》2010 年 9 月 1 日。

（ 9）　黄 程、程平：「ある男子、都市管理者が乱暴に法執行する写真を撮った，削除を拒否し殺される」，

《楚天都市報》2008 年 1 月 8 日。

（10）　2006 年に上映された《山峡好人》は厳格な悲劇ではないが，何とか社会の暗い面を反映させた。

張千帆教授略歴

1964 年 1 月　　上海生まれ

⑴　学　　歴　

　　南京大学（1980-1984）　固体物理学学士（1984）

　　Carnegie-Mellon University（1984-1989）　生物物理学博士（1989）

　　University of Texas at Austin（1995-1999）　政府学博士（1999）

⑵　職　　歴　

　　南京大学法学院教授・博士課程教授（1999-2002）

　　北京大学法学院教授・博士課程教授（2003- 現在）

⑶　所属学会　中国法学会憲法学会（副会長）

⑷　主要な研究分野　中国憲法、比較憲法、言論法　

⑸　栄誉賞　『西方 政体制』（西側の憲政体制）（上冊）江蘇省第七回哲学と社会科学優秀成果一等賞、『西方

政体制』（西側の憲政体制）（下冊）司法部優秀成果三等賞・中国憲法学会優秀成果二等賞など

⑹　研究業績　

（著　　書）　『西方 政体制』（西側の憲政体制）、『 法学 』（憲法学導論）、『 了人的尊 ─中国古典

政治学批判』（人の尊厳のために─中国古典政治学批判）、『 政原理』（憲政原理）、『 政中国的命 』

（憲政中国の命運）など 30 余冊。

（論　　文）　『言 自由与 政』（言論の自由と憲政）、『网 言 自由与 界』（ネットの言論の自由と境界）、

『新 自由是世界和平的制度保障』（新聞の自由は世界平和の制度保障である）、『 言 自由的重要性』

（言論の自由の重要性を論ず）、『 斗争的 段与走向』（世論闘争の段階と趨勢）など多数。
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